
 

公民館：京丹後市弥栄町国久558 

地区概要 
 

国久は「くにしゃ」とも通称され、尾坂山の山麓に位置し、竹野川沿いの平地から網野町に連なる山までを

村域とする。広大な共有林があり材木を伐り出して村の収入とした。稲作、畑作が主な生業であったが養

蚕も盛んであった。戦後には炭焼きをする家もあった。戸数は２４戸で１組、２組で構成されている。公民

館は平成５年曹洞宗久国寺（きゅうこくじ）境内に新築された。先祖から受け継いだ村の共有林を伐採して

建設したもので、共同体の象徴的建造物となっている。 

                                  京丹後市史資料編 

２９年１０月末 

  世帯数  ２４戸 

  人口     ７０人 

国久公民館 久国寺 



式内社、国原（久爾原）神社には室町期の宝篋印塔と狛犬が現存 

もと高田の森にあったものを明治４３年、杉森神社に合併しさらに国原神社と改称。 

久 国 寺 

 曹洞宗寺院で国久の全戸が檀家である 

 現在は、黒部の福昌寺住職が兼務している。 

 国 原 神 社 

村入り口付近に祀られる地蔵 



国久区の行事 

 缶ひろい      年2～3回実施 

空き缶はきれいに洗って、作業所へ

リサイクルにだします。 
10月  秋祭り  子ども引き屋台 

９月  敬老会  公民館にて 

  花植え   年2回 

各戸に１～２個のプランターを配る 

区民全員参加で実施 

サロン活動 年5～6回 
 

福祉委員さんにお世話

になり実施します。 

農閑期の活動が多いで

す。 


